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第
四
十
条
第
一
項
第
十
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
の
た
め
資
金
移
動
業
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内
閣
府

令
で
定
め
る
者

第
六
十
三
条
の
五
第
一
項
第
十
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
の
た
め
仮
想
通
貨
交
換
業
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
者

第
六
十
六
条
第
二
項
第
四
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者

第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
の
た
め
紛
争
解
決
等
業
務
に
係
る
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
者

第
五
節

消
費
者
庁
関
係

（
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

第
三
章

総
務
省
関
係

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
八
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項

第
二
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、「
処
せ
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
」
を
「
処
せ
ら
れ
」
に
、「
も
の
」
を
「
者
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
破
産
者
で
あ
つ
て
」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
者
で
」
を
「
者
で
、」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
中
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
一
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
項
及
び
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

二
号
）
の
項
中
「
第
七
条
第
五
項
及
び
第
九
項
前
段
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
及
び

第
八
項
前
段
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
第
七
条
第
六
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
、「
第
七
条
第
九
項

後
段
」
を
「
第
七
条
第
八
項
後
段
」
に
改
め
、
同
表
薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）の
項
中「
第

八
条
第
六
項
及
び
第
十
項
前
段
、
同
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
五
項
及
び
第
九
項
前
段
、
同
条

第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
に
、「
第
八
条
第
七
項
」
を
「
第
八
条
第
六
項
」
に
、「
第
八
条
第
十
項
後
段
」
を
「
第
八

条
第
九
項
後
段
」
に
改
め
る
。

（
郵
便
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

郵
便
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
中
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
六
十
二
条
中
「
、
会
社
の
使
用
人
で
な
く
な
つ
た
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同

条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

会
社
の
使
用
人
で
な
く
な
つ
た
場
合

二

心
身
の
故
障
に
よ
り
認
証
事
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
百
七
条
第
一
号
中
「
成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を

受
け
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、「
処
せ
ら
れ
た
者
で
あ
つ
て
」
を「
処
せ
ら
れ
、」に
、

「
終
わ
つ
て
か
ら
」
を
「
終
わ
り
」
に
、「
、
二
年
」
を
「
二
年
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

心
身
の
故
障
に
よ
り
固
定
資
産
評
価
員
の
職
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の

（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
二
第
二
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く

は
第
五
号
の
一
」
を
「
第
十
六
条
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
犯
し
」
を
「
犯
し
、」に

改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改

め
、
同
条
第
七
項
中
「
外
、」を
「
ほ
か
、」に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十
六
条
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
の

一
」
を
「
第
十
六
条
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」

を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
規
定
は
、」を
「
規
定
は
」
に
、「
に
、」を
「
に
つ
い
て
、」に
、「
に
準
用

す
る
」
を
「
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を「（
平
等
取
扱
い
の
原
則
）」に
改
め
、
同
条
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
第
十
六
条
第

五
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
十
六
条
第
四
号
に
該
当
す
る
」
に
、「
外
、」を
「
ほ
か
、」に
、「
差
別
さ
れ
て
は
」
を

「
、
差
別
さ
れ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
犯
し
」
を

「
犯
し
、」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
四
号
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
」
に
、「
反
し
て
」
を
「
反
し
て
、」に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
定
が
」
を
「
定
め
が
」

に
、「
外
、」を
「
ほ
か
、」に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」に
、

「
定
が
」
を
「
定
め
が
」
に
、「
外
、」を
「
ほ
か
、」に
改
め
る
。

（
行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
破
産
者
で
」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
」
に
、「
も

の
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
、「
処
せ
ら
れ
た
者

で
」
を
「
処
せ
ら
れ
」
に
、「
も
の
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
中
第
五
号
を
第
四
号
と

し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
経
過
し
な
い
者
」
を
「
経
過
し
な
い
も

の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
、「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
、「
第
八
号
」
を
「
第
七

号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
抹
消
に
」
を
「
抹
消
に
つ
い
て
」
に
改
め
る
。
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